
 

第１回 横浜市総合リハビリテーションセンター等指定管理者選定評価委員会会議録 

日 時 令和 ８年９月３日（木）13時 30分～15時 30分 

開 催 場 所 市庁舎 18 階共用会議室（みなと５） 

出 席 者 礒﨑委員、内嶋委員、杉山委員、須山委員、森委員、吉本委員 

欠 席 者 なし 

開 催 形 態 公開（傍聴者５人） 

議 題 １ 申請内容に関するプレゼンテーション 

２ 質疑応答 

３ 審査 

４ その他 

決 定 事 項 １ 委員長に内嶋委員、委員長職務代理者に杉山委員を選任した。 

２ 今回の会議を一部非公開とした。 

３ 評価の合計点は委員６人の総得点とすると決定した。 

４ 指定候補者として「横浜市リハビリテーション事業団」を選定した。 

議 事 １ 申請内容に関するプレゼンテーション 

  横浜市リハビリテーション事業団によるプレゼンテーションを実施。 

 

２ 質疑応答 

  プレゼンテーション終了後、委員によるヒアリングを実施。 

 【主な質疑】  

・＜委 員＞ 超高齢社会を迎える中で、障害者と高齢者の区別についてどのよ

うに考えているか。 

＜申請者＞ 障害のある方の高齢化への対応を中心としつつ、高齢者の身体機

能の低下についても、地域において支援している。 

・＜委 員＞ 普及啓発活動の内容と成果について伺いたい。 

＜申請者＞ 研修や相談対応を通じた理解促進のほか、オープンデイの開催に

よる市民への周知を行っている。成果は数値化しにくいが、情報発信

により理解が深まり、次の取組につながっていると考えている。 

  ・＜委 員＞ これまでと比較して指定管理料が増額となっている理由について

説明してほしい。 

   ＜申請者＞ 主な増額理由は、令和７年度の給与ベースアップの実施と第５期

から本部経費の取扱いを整理したことなどによる人件費の増加であ

る。 

  ・＜委 員＞ 発達支援部門について、一次支援から二次支援、診療につながる

利用者はどの程度いるのか。 

   ＜申請者＞ 昨年度は一次支援の利用者が 450 人であり、その後、診療につな

がった方は、200 人強程度である。 

 



 

  ・＜委 員＞ 情緒面の課題を持つ発達障害児への支援はどう考えているか。 

   ＜申請者＞ 児童虐待や家庭環境など、様々な背景を持つ利用者から相談を受

けている為、ソーシャルワーカーや心理士、区役所等と連携しながら

包括的な支援を行っている。 

  ・＜委 員＞ 全体計画で掲げる「新たなサービスの創出」とは、具体的にどの

ような内容か。 

   ＜申請者＞ 高次脳機能障害者支援における集団プログラムの実施や、障害児

支援における総合評価の実施などを想定している。 

  ・＜委 員＞ 親子入院事業について、利用者増加に向けてどのような取組を考

えているか。 

   ＜申請者＞ 他施設の整備が進む中で、リハビリテーションセンターの事業が

利用者に認識されづらくなってきている。今後は、危機感を持って対

応していきたい。 

  ・＜委 員＞ きょうだい児預かりについて、利用者からの要望にどの程度応え

られているか。 

   ＜申請者＞ 希望された方については、全員受け入れることができている。 

  ・＜委 員＞ 利用者との連絡方法について、電話以外でも対応できるようにな

っているか。 

   ＜申請者＞ 難聴の方などについては、センターのメールアドレスを利用し、

連絡を取れる体制にしている。 

  ・＜委 員＞ BCP 及び防災対応について伺いたい。 

   ＜申請者＞ BCP は毎年見直しているが、現行のマニュアルには不明瞭な部分

もあるため、今後改訂を進めていく必要性があると考えている。 

  ・＜委 員＞ JRAT への協力状況について伺いたい。 

   ＜申請者＞ 個別には対応しているが、センターの人員体制上、職員を派遣す

ると通常業務への影響が生じるため、今後の検討課題として認識し

ている。 

  ・＜委 員＞ 修繕の実績と予算について伺いたい。 

   ＜申請者＞ 予算とほぼ同額を執行し、責任を持って修繕を実施している。 

  ・＜委 員＞ 収支計画について、人件費の単価の積算根拠は何か。 

   ＜申請者＞ 在籍職員の給与を基に算定している。 

  ・＜委 員＞ 診療所の稼働率向上を掲げているが、待機者がいる中でどのよう

に実現していくのか。 

   ＜申請者＞ 中途障害部門において、コロナ渦以降落ち込んだ受診者数の回復

を図るとともに、電子カルテの導入による業務効率化により稼働率

の向上を見込んでいる。 

 

 



 

３ 審査【非公開部分】 

  委員及び事務局にて意見交換後、最終評価を実施。最終評価結果を集計した結

果、最低基準点を満たしたため、選定委員会として横浜市リハビリテーション事業

団を指定候補者として選定した。 

 

４ その他【非公開部分】 

  事務局から選定結果報告書の作成について説明し、報告書の内容は各委員が確

認した後、委員長が最終決定することについて了承された。  

資 料 

・ 

特 記 事 項 

１ 配布資料 

 (1) 横浜市総合リハビリテーションセンター等指定管理者選定評価委員会運営要綱 

  (2) 委員名簿 

  (3) 関係法令・要綱等の抜粋 

  (4) 事前評価一覧表 

 (5) 提案書類様式 14 及び障害者雇用状況報告書（訂正版） 

 (6) 申請関係書類再提出依頼書（案） 

２ 特記事項 

  特になし 

 


